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１．「経済指標のかんどころ」第12章経済関連指標　GDP(国内総生産)、景気動向
２．GDP(国内総生産)　内閣府　http://www.esri.cao.go.jp/jp/sna/qe084-2/main1.pdf
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２．景気動向指数　平成21年3月分速報　内閣府
http://www.esri.cao.go.jp/jp/stat/di/Preliminary.pdf
○鉱工業生産指数（経産省）での「在庫指数」と「在庫率指数」の動きの違いについて

　「在庫指数」は、月末時点での在庫量を基準年である2005年を100として指数化し、基準年の在庫額ウエートで加重平均する。
　「在庫率」は、在庫量を出荷量で割り、その後在庫指数と同様に指数化し、在庫額ウエートで加重平均する。
　本年3月までの鉱工業生産指数をみると、在庫は激減し、メーカーなどの判断も在庫調整が進んだことを示している。しかし、その一方で、在庫率指数は急激に上昇している。これはつまり、企業がいったん在庫調整を終えたとはいっても、現実の経済、輸出や賃金に左右される国内の最終需要は、企業の当初の想定以上に悪化していることを示している。

　この逃げ水のような動きがあるために私は今回の景気回復については、（株式市場で見られているような）楽観はできないと考えている。
今後の講義運営について、希望や意見、質問などがあれば遠慮なく金子までメールください。極力ご希望に添うようにします。

e-mail　hellokaneko@gmail.com
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